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第5章 第２期札幌市スポーツ推進計画の方向性

１ 	基本的な考え方

札幌市のスポーツ施策推進にあたっては、第３章で整理した札幌のスポーツの現状と課題や第４章で
挙げた本計画に取り入れる視点を踏まえ、年齢や性別、障がいの有無、国籍等に関わらず、誰もが身近
な場所でスポーツに親しむことができるよう、スポーツを「する」、「みる」、「ささえる」機会を充実さ
せ、スポーツ参画人口を拡大することを目指します。
また、そのことを通して、スポーツを通じた健康増進や共生社会の実現、地域・経済の活性化などの
社会課題の解決に繋げていきます。
これらの観点を踏まえ、本計画の基本理念や目標を以下のとおり定めます。

２ 	基本理念

スポーツの力でまちの未来を切り拓く

スポーツには、「する」、「みる」、「ささえる」という様々な形での自発的な参画を通して、楽しさや
喜びを得られるという本質的な価値があり、スポーツを通じて心身の健全な発達、健康及び体力の保持
増進、精神的な充足がもたらされるといった効果があると言われています。
また、こうしたスポーツそのものが持つ価値に加えて、スポーツを通じた青少年の健全育成や健康寿
命の延伸、地域コミュニティの醸成、共生社会の実現、経済発展など、スポーツには、社会の活性化や
様々な社会課題解決に寄与する価値があると考えられています。
国の第３期計画においても、こうしたスポーツの価値を改めて確認したうえで、こうした価値を発揮
し、更に高めていく施策に取り組むとしています。
また、スポーツ庁は、平成 27年（2015 年）9月に国際連合で採択された「持続可能な開発目標

（SDGs：Sustainable�Development�Goals）※39」の達成に向けても、スポーツを通じて貢献していくこ
ととしています。
以上のとおり、スポーツの持つ力は、様々な社会的課題の解決等に対して効果が期待できるものであ
り、札幌市においても、スポーツを通じて、まちの抱える様々な課題を解決し、まちのよりよい未来を
切り拓いていくことが重要です。
以上を踏まえて、本計画の基本理念を「スポーツの力でまちの未来を切り拓く」と定めます。

※39�【�持続可能な開発目標（SDGs）】…2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」にて記載された
2016年から 2030年までの国際目標。持続可能な世界を実現するための 17の目標（ゴール）と169の取組（ターゲット）から構成されてい
る。
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３ 	３つの目標

本計画の基本理念を実現するため、次の３つの目標を定めます。

目標１　スポーツを通じて市民が生き生きとくらすまち

市民誰もが、一人一人のニーズに合わせて気軽にスポーツに参加し、楽しむことで、生涯にわ
たって心身の健康が増進され、活力に満ちた生活を送れることを目指します。

スポーツは心身の健全な発達や健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、地域交流の促進、
地域間交流の基盤の形成などにつながる活動であり、少子高齢化の進行や人生 100年時代の到来を迎
える中、こうしたスポーツの力によって、身体的・精神的・社会的な健康を増進し、市民が幸せを感じ
ながら生涯にわたって活躍できることが重要です。
目標１では、市民が年齢や体力、経験、目的、ライフステージなどの違いに応じて、自分のニーズに

合わせて自発的かつ継続的にスポーツに参加し、楽しむことができるように、行政をはじめとする様々
な組織・個人が協働しながら、ソフト・ハード両面において、必要な措置を講じ、スポーツを通して、
生涯にわたって心身の健康が増進され、活力に満ちた生活を送れる社会の実現を目指します。

目標２　ひととひとがスポーツでつながる共生のまち

年齢や性別、障がいの有無、国籍等を問わず、市民が多様な形でスポーツに共に参加すること
ができており、スポーツを通して関わり合うことで、相互に理解・尊重し合える社会の実現を目
指します。

スポーツは誰もが「する」、「みる」、「ささえる」といった自分に合った形で参加することができま
す。個々の価値観やライフスタイルが多様化する中、スポーツをきっかけとして多様な人々がつなが
り、コミュニケーションや交流が促進され、スポーツの価値を共有することは、心のバリアフリーの浸
透につながるものです。
目標２では、年齢や性別、障がいの有無、国籍等を問わず、様々な立場・背景を有する市民が共にス

ポーツに参加できる環境の構築や機運の醸成などに取り組み、スポーツを通して触れ合い、関わり合う
ことで、相互に個性や多様性を理解、尊重し合うとともに、お互いが支え合うことができている共生社
会の実現を目指します。
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目標３　スポーツによりにぎわいがあふれているまち

多種多様なスポーツ大会が開催されるなど、世界からスポーツ都市として注目されており、国
内外からスポーツ目的の人が集まることによって、地域・経済が活性化することを目指します。

スポーツは多くの人々を惹きつける魅力的なコンテンツであり、人口減少局面を迎える中、大規模な
スポーツイベントの開催などを契機に交流人口を拡大することで、スポーツを通じてまちのにぎわいを
創出することができます。
札幌市では昭和47年（1972年）に開催したアジア初のオリンピック冬季競技大会をはじめ、ラグ
ビーワールドカップ2019TM、東京 2020大会のサッカー、マラソン、競歩競技といった大規模な国際
大会の開催を通して、大会運営ノウハウ等の経験・知見を蓄積してきました。また、札幌に本拠地を置
くトップスポーツチームと連携したシティプロモートも展開してきました。
目標３では、このような札幌特有のスポーツ資源を生かして、国際大会をはじめ、多種多様なスポー
ツイベントやトップレベルの試合開催・誘致、スポーツツーリズムの推進などを通じて、世界にスポー
ツ都市としての魅力を発信するとともに、世界中から人々を集め、地域・経済の活性化を目指します。

札幌市スポーツ振興計画３つの視点

札幌市まちづくり戦略ビジョン

みる・知る する 支える

札幌市スポーツ推進計画の方向性

札幌市スポーツ推進計画改定版の方向性

個人
スポーツ環境の充実

地域
地域の絆を強める

さっぽろ
経済の活性化

市民
心身の健康増進

さっぽろ
社会の課題解決、まちの活性化

世界
都市ブランド力向上、

魅力の発信

札幌市を取り巻くスポーツ環境の変化 社会情勢の変化

国の動向

第２期札幌市スポーツ推進計画（令和６年度～令和15年度）

スポーツの力でまちの未来を切り拓く

市民誰もが、一人一人のニーズに合わせて気軽にスポーツに参加し、スポーツを楽しむことで、生涯
にわたって心身の健康が増進され、活力に満ちた生活を送れることを目指します。

年齢や性別、障がいの有無、国籍等を問わず、市民が多様な形でスポーツに共に参加することができ
ており、スポーツを通して関わり合うことで、相互に理解・尊重し合える社会の実現を目指します。

多種多様なスポーツ大会が開催されるなど、世界からスポーツ都市として注目されており、国内外か
らスポーツ目的の人が集まることによって、地域・経済が活性化することを目指します。

スポーツを通じて市民が生き生きとくらすまち

ひととひとがスポーツでつながる共生のまち

スポーツによりにぎわいがあふれているまち

計画策定の背景

スポーツ基本法
（平成23年8月24日施行）

●第２次まちづくり戦略ビジョン策定

●オリンピック・パラリンピック冬季競技大会の招致

●国際的スポーツイベントの開催

●新たなスポーツの発展

●北海道のスノーリゾートとしての人気の高まり

●超高齢社会の進行

●価値観の多様化

●コロナウイルスの感染拡大

●環境問題への対応

第１期スポーツ基本計画 基本方針（平成24年3月策定）

第２期スポーツ基本計画　基本方針（平成29年3月策定）

第３期スポーツ基本計画 新たな視点(令和４年３月策定)

①子どものスポーツ機会の充実
②ライフステージに応じたスポーツ活動の推進
③住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備
④国際競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備
⑤国際競技大会の招致・開催等を通じた国際貢献・交流の推進
⑥スポーツ界の透明性、公平・公正性の向上
⑦トップスポーツと地域スポーツの連携による好循環の創出

●多様な主体におけるスポーツの機会創出
●スポーツによる健康増進
●スポーツの成長産業化
●スポーツによる地方創生、まちづくり
●スポーツを通じた共生社会の実現
●スポーツ推進に不可欠な「ハード」「ソフト」「人材」

１ スポーツで「人生」が変わる！
　　… スポーツで人生を楽しく、健康で生き生きと
２ スポーツで「社会」を変える！
　　… 共生社会、健康長寿社会の実現、経済・地域の活性化
３ スポーツで「世界」とつながる！
　　… 多様性を尊重する世界、持続可能で逆境に強い世界、クリーンでフェアな世界
４ スポーツで「未来」をつくる！
　　… オリンピック・パラリンピックムーブメントの推進、「一億総スポーツ社会」の実現

１ 「つくる/はぐくむ」
　　社会の変化や状況に応じて、既存の仕組みにとらわれずに柔軟に 
　　見直し・改善し、最適な手法・ルールを考え、作り出す
２ 「あつまり、ともに、つながる」
　　様々な立場・背景・特性を有した人・組織があつまり、課題の対応
　　や活動の実施を図る。
３ 「誰もがアクセスできる」
　　性別や年齢、障害、経済・地域事情等の違いによって、スポーツ活

動の開始や継続に差が生じないような社会の実現や機運の醸成
を図る。

～スポーツが変える。未来を創る Enjoy Sports, Enjoy Life～

第３期スポーツ基本計画から取り入れる主な視点

計
画
策
定

参酌

参酌

参酌

基本方針は踏襲

図表32　第２期札幌市スポーツ推進計画の方向性
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４ 	成果指標と目標数値

基本理念・目標の実現のため、具体的な成果指標を設定し、その目標数値を定めます。
なお、本計画の策定においては、成果指標の見直しを行い、新たに「スポーツ目的の来札観光客数

（道外・海外）」、「スマイル・サポーターズ登録者数」、「強化指定選手に選出されるアスリートの育成
数」を取り入れています。

成果指標
現状 目標値 主な

関連
目標

令和4年度
(2022年度)

令和15年度
(2033年度)

①スポーツ実施率
20歳以上・週1回以上� ※1 57.0％ 70.0％

��目標1��
��目標2��

障がい者20歳以上・週1回以上� ※2 53.6％ 60.0％
��目標1��
��目標2��

②�ウインタースポーツ実施率（18歳～49歳・年１回以上）� ※3 18.9％ 30.0％
��目標1��
��目標3��

③�直接スポーツ観戦率（18歳以上・年1回以上）� ※4 32.3％ 50.0％
��目標2��
��目標3��

④�スポーツ目的の来札観光客数（道外・海外）� ※5 236,000人 1,000,000人
��目標2��
��目標3��

⑤�スマイル・サポーターズ登録者数� ※6 1,070人　 2,000人 ��目標2��

⑥�強化指定選手に選出されるアスリートの育成数�※7 12人(延べ) 50人(延べ) ��目標1��

※１� �札幌市が実施する「指標達成度調査（事業の効果に関する市民意識調査）」において、無作為抽出した市内在
住 18歳以上の男女 4,000人を対象に調査票を発送し、過去 1年以内のスポーツ（運動）の実施状況をお聞
きしています。スポーツには、競技スポーツだけではなく、健康づくりのための散歩やジョギングなどの軽い
運動、身体を動かすレクリエーション活動なども含みます。なお、スポーツ実施率を算出する際には、18歳
と19歳の回答者を除いています。

※２��札幌市が実施する「障がい者の運動などの活動に関するアンケート調査」において、無作為抽出した市内在
住 18歳以上の身体障害者手帳又は療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 2,000人を対象に調
査票を発送し、過去 1年以内のスポーツ（運動）の実施状況をお聞きしています。※１と同じく、スポーツに
は、健康づくりのための運動やレクリエーション活動も含みます。なお、スポーツ実施率を算出する際には、
18歳と19歳の回答者を除いています。

※３��札幌市が実施する「指標達成度調査（事業の効果に関する市民意識調査）」において、過去１年以内のウイン
タースポーツを実施した市民（18歳～ 49歳）の割合を算出しています。

※４��札幌市が実施する「指標達成度調査（事業の効果に関する市民意識調査）」において、過去１年以内に、テレ
ビなどではなく競技会場にて直接スポーツを観戦した市民の割合を算出しています。

※5��大会誘致やシティプロモートによる経済波及効果を示す指標として新たに設定しました。札幌市が実施する
「観光客動態調査」における札幌滞在中の目的として「スポーツをする（スキー、ゴルフなど）」、「スポーツ観
戦（プロ野球、サッカー、ゴルフなど）」を選択した割合に、来札観光客数（道外・海外客数）を乗じて算出し
ています。

※６��スポーツを「ささえる」人材の育成状況を示す指標として、新たにスポーツボランティア団体である「スマイ
ル・サポーターズ」の登録者数を設定しました。

※７��競技力向上の状況を示す指標として、札幌市と札幌市スポーツ協会が取り組んでいる、さっぽろジュニアアス
リート発掘・育成事業の育成選手から、強化指定選手に選出されたアスリート数を新たに設定しました。


